
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

S−608

P　
− 4ge　　HR τおよびVitaminD 投

”
」
”に よ る 閉経後

骨 「b）戈少の 改 殍迷度 に おけ るVDR 遺伝子多型 の lxJre

　　制限酵素Bsm 　I，　 Apa　l，　 Taq　l に よ る角t忻
一

ポス ター H广は 1
⊥

〕⊥巻臨 a丿増
．
「ll

P 一499　　 閉経後骨竜減少患 者 の ビ タ ミン D 、
工

凶 トリ オ
ー

ル、結合型 エ ス トロ ゲ ン 治療 に よ る腰推

骨塩 n （1）Xへ法＼ 骨代謝、
ノ ーか 一一

の 1年間の 検討

大 1疲医 大

池 田　篤、坂 井 昌 弘、東山俊祐、後山尚久、

植木　實

障 牛 厘吉掛 総合病 F
’”
産婦 八科

岩沖靖久，松村圭 ゴ

　1目 的］ ビ タ ミ ン D 受 拝体（VDR ）辻伝 f多型 と 閉

経後の
・
FIl 鍼 少速度 の 同 に は

‘

島 菱な関係が ある こ

とが 小 唆 され て い る ，我 々 は 、秤 々 の VDR 返伝 ∫
．

多 用 とHR τお よ びV ］tdnlin　I
．
） （以 ドVit．D ） 投等llの

治療功朱 の 関連
’1’1に つ い て 詳網な検謹 を彳」

．
っ た。

　「方法］骨 lt汲 ♪・を 1レ忍め た 閉経女性 72例をS・i　fJ】と

した ，、過 伝 f多型 は 木梢 白 ll目．球 ゲ ノ ム DNA 抽 出 後

PCR 法 に よ っ て VDR の intron　8才一
’
よび 9の 土唱幅を行

い 、制 ［鰻 酵 素Bsn1 ［，　 Apa 　1，　 Taq ［を 川 い た RFLP

飯析に ょ 1り法定 した e38 例 に HkT 、34例 こ vil、D に

よ る治 療 を 行 い 、投 与 F釘お よび 鼓 与 1 年後 に

DEXA （DPX −L） に よ り測 定 した L2 −4BMD の 比 較

を Z−scorc に よ り行 っ た ．統計学 1
「
1勺処 J｛1は Wilcoxon

お よ び one −way 　ANOVA 　e こて 行 い 、　 Pく 0．〔，5を有意 と

した。　 D脈 d 骨
．7堆加はIIRT および Vit．D 群 で そ

れ ぞ れ ＋ 0．303お よ び ＋ 0．083を 示 した 。Bsm　l分析

で 、HRT 、　 Vit．D 両群 で Bb の
’h レ 変化は そ れ ぞ れ

÷ O．620 、− O．295 で あ り．他 の 遺lj
−
r』丿f ｛に 比 べ 有

意 （P く0，〔，D の 堀加が認め られた．　 Apa 　l分析 で は

ILR［［群 で aa （十 〇．342 ） 、Vit、D 群 で AA 　 G −〔〕．72）

が 他の 刑
こ比 べ て 有 ξ （P〈 O．〔エ5） に

’tlEの 堀加 を 示

した 。冂 球 に Taql 分 折 で は HRT 群で TT （＋

0 、623 ＞　．Vi し D 群 で
「
⊥
1t

（＋ 0 ，943 ）　か 有 ．L：

（P＜0．05） の 増加 を示 した。　 、結論 ］閉経期 の 骨

i 減少例 に 対す る 治療 功果 は Bb の 遉伝
．
ゴ 型 で は

HR
「
11、　 VitD 「1【d治療 へ の 反応が良 い t）〈　ttl、　 A ρa　Iお よ

びTaq　I を 用 い た退仏 r刑 で は HRT 、　 VitD へ の
’h 甲⊇

反応 が 異な る こ と が†rl明 した。こ の こ とは、閉経

後骨 1 減 ♪例 に 対 す る 薬斉恢 応 性 に お い て VDR 遺

伝
．
チ多型 が 岡 与 し、さ ら に 治 挑 分 野 にVDR 遺伝 f

多 型 の 考慮 が 必 妻 で あ る 1∫能性 を 示 峻 し て い る。

陸［的］DX層去に よ る 第 2．4 膿稚骨域 蕊 平均値 IBI磯D）

カ1，
　？J，k入女性 の 8儡 以 下 に 減 2i ．．t 閉経 後骨 耄減

少患者 （OP）に つ い て 、 ビタ ミ ン D 、エ ス トリオ
…

ル 、

舵
八

邪エ ス トロ ゲ ン あ る い は こ れ レ 1兀用治療 で の 5

年閥の B』！D治療効果を比較し、い か な る治療方法が 腰・

推骨塩 墨増加 に絢劫か検討す る事。
F
方法］12療前後で 2回以 上 （2−161：i［、｝

z灼 3，／挺1）（1「t

均観察期間 21 ヶ 月）BMD 測定 した 〔〕pa76例 （43・88歳 、

ikj　61 威 ）を対象とし た 。 こ れ を治療別に無治療

（a ）93例、ビ タ ミ ン D （1 α （O｝1＞　D3：0．5−LO μ

gfd）（b）30｛斑、、ユニス ト））冫ξ
』一・一・

丿レ （ユ．2mg／cl）（c ）2Z 笹U、エ

ス トリ オ ー
ル 4 ビタ ミ ン D ／／dD　1　c；例、結合雅 エ ス トロ

ゲ ン （O，31．O．　62mg／d） （e）70例、結合型 エ ス トロ ゲ

ン ゼ タ ミ ン D （f＞45 劉の 6群 に分類した 〔い ずれ も

CL内服例含む）〔，　 n
−fの BYE）、　 Lfll　LP ア 1レカ リフ t ス フ

ァ ター・一ゼ （ALp）、イ ン タ ク トオ ス テ オ カ ル シ ン （OC）、

尿中ク レ ア チ ニ ン 補．廴ヒハ イ ドロ キ シ プロ リ ン （しHE））、

ク レ ア ヂニ ン 補正 カ ル シ ウ ム （U（：a ）を治繚 前、 治療 6、

12、忽、36、48、60 ク
．
月後 の 各群 で 几較、解析 した。

1戊積〕 a
−f 問の 治療 前年齢、ij　ic、体 重、樋 D、　ALp、

OC、し「珊 、　 Uea 平均値をみ る と、 錮 D が ビ タ ミン D 使

用群で 未使用群に比 べ 項 ふ に BMD 低叙 を示 した が

「｝
／0．Ol）、そ の他の有音差は なか ・

tjた 。 雛 D 変化率

｝よぜ台療 12ろ
．
♪−j以降 c

−fカミ
a よ P）．　e 、　fカご

a、h よ り肩
』

恵 に増加 し （P〈0．G5）、　f が ti よ り］．2・48 ヶ 月ま で有意

1．．両 く   くo，05）、e が c よ り高 い 顛向を示 し、48 ヶ 月

の fが 平均 12．翫 の飯 回 拒崔示 しガ tt また、　 b が a よ

り12、36ヶ 月で 為意に 簡値を示 した （P〈0．05）。

・…方、

c と d、e と fの 間1 は い ずれ も冶篶差を認めなか っ

た 。 治療後 c
・fで は ALP 、

　 OC 、
　 UIP ガ抑制 さ れ た、、

［結驫］OP の 5 年間 の BXID増加率は e、∫＞c、　 d＞b＞a

の 1曠で 、エ ス トロ ゲ ン 製剤が為効 で あ る 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


